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ここで<>｡は実験で得た分布によって平均をとることを示す｡分布がガウス分布のときは,
〟2- 〟4- 〟6- 〟となる｡
融点以上で得られた分布はいずれも次の範囲にはいっていた :
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用いてRe〔Z(f)〕とRe〔Z十 (f)〕を求め, (3)(4)式を連立させて解くと,RとC ′ が求





ている(267Kでの E′の不一致は, ゆ ら ぎ電
圧が小さくなり,誤差が増大したことに よ る )0
このことから,結晶化が進行しない準安 定 な 過
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について述べる｡平衡状態ではγ≧4となる確率は3.5×10~6 であり, γ ≧ 8 となる確率































巨大ゆらぎ同士の発生の相関を調べるため に , 隣
合う巨大ゆらぎの時間間隔をAtとし,そ の 分 布 を
つくった｡この測定時間は長くとりす ぎ る と 系 の 状
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態が一定ではなく,過程の特徴がか く さ れ て し ま う ｡ ま た短かくとりすぎると巨大 ゆ ら ぎ の 数
が少なくなって統計的性質が得られ な く な る ｡ そ こ で結晶化の過程がほぼ定常とみな せ る 中 間
的な時間領域で測定を行なった｡ A t の 度 数 分 布を示したのが図7である｡横軸 Atの区間巾
は0.8秒である｡分布 は 近 似 的 に 直 線 上 に のり,
指数関数分布に 近 い と い え る ｡ こ の こ と は , 巨
大ゆら ぎ の 発 生 が ポ ア ソ ン 過 程 に 近 い こ と を 意
味 し , 個 々 の 巨 大 ゆ ら ぎ が 独 立 に , あ る 確 率 で
発 生 す る と い う 括 像 を 与 え る ｡ そ こ で , 結 晶 化
過 程 が 準 定 常 で あ る と み な せ る よ う な 中 間 的 時
間 領 域 内 に 測 定 し た 分 布 の 統 計 的 性 質 を 調 べ る








結 晶 化 過 程 で , ゆ ら ぎ 電 圧 F の 1 万 個 の 時 系
列 デ ー タ ー よ り な る 度 数 分 布 を 測 定 し た ｡一つの分布測定に要する時間は約1分 で あ り, 系 が
準 定 常 な 状 態 に あ る と い う 先 の 条 件 を満 していると考えられる｡この分布から(1)式 に 従 っ て
〟4/〟2,〟6/〟2 を 計 算 し , そ れ らを座標軸 とする平面上に点で表わした(図8)｡分 布 が ガ
ウス分布のときは,座標 (1,1)に点が くる｡図には数回の結晶化過程で得られた分布 を ○ 印
で示 してある｡これ らの点は座標 (1,1)と原 点 を結 ぶ な めらかな曲線を形づくっている ｡
ガウス分布 を特殊な場合 として含む分布 群 の 例 と して ≠分 布 を と ってみると,自由度を∞ か
ら小 さくしていったとき,分布は図 8の平 面 上 を点 線 で示 した よ うに 動 く｡ またF(V)∝exp
(一㌦ α)なる確率密度関数で, αを2から減 ら して い っ た と き は一 点 鎖 線 上 を動 く｡ どちら
も本実験の結果 とは明らかにちがっている｡ 8図 中 に は原 点 に 近 い分 布 も得 られ て い る｡ こ の
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ている｡ 後者は素過程の発生確率に結びついていて, ZEFの推移 (図5)でみたように,結晶












と同じレイリー 分布に従 う｡残 りの確率pでは素過程がおこって分子は秩序状態に移 り,この















は,bulkでは固体になる圧力 (温度 )よりかなり大きな圧力 (低い温度 )でないと固体にな
らない1)｡同じことは最近 3Heの場合にもNMRと比熱の測定で確められた2)｡ 図1はその
相図である｡この現象はもっと一般的であるようで,非常に身近な所でも見られる｡すなわち
凍上 (frostheave)とよばれる現象がそうであって,霜柱 もその1つの現われである｡ ′この
場合,粒径が1-100/`mくらいの細かい粒子からできている粘土 (たとえば関東ローム層 )
のなかの水は, 0℃になっても凍らず,氷点下数十度でも粘土中に液体があることが確認され
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